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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

６
月
１
６
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
休
会 

１
７
日 

質
問
準
備 

１
８
日 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
地
視
察
（
市
田
参
議
員
）

カ
ジ
ノ 

問
題
講
演
会
（
清
水
衆
院
議
員
） 

１
９
日 

休
会
、
質
問
準
備
、
河
西
無
料
生
活
相
談 

２
０
日 

休
会
、
質
問
準
備 

２
１
日 

一
般
質
問 

 

２
２
日 

奥
村
一
般
質
問
３
番
目
（
午
後
１
時
～
） 

 

市
駅
前
事
務
所
無
料
生
活
相
談 
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森
友
学
園
の
土
地
購
入
に
関
す
る
疑

惑
に
続
き
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
の

新
設
に
関
し
て
、「
官
邸
の
最
高
レ
ベ
ル

が
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
書
の
存
在

が
発
覚
。
文
科
省
の
前
次
官
か
ら
の
証

言
も
あ
り
、
安
倍
首
相
の
「
国
政
の
私

物
化
」
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
初
、
政
府
は
文
書
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
怪
文
書
の
類
い
と
言
っ
て
、

真
相
の
究
明
に
背
を
向
け
続
け
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
文
科
省
内

で
確
認
さ
れ
た
と
い
う
報
道
や
、
国
会

で
の
質
疑
な
ど
が
相
次
ぎ
、
松
野
文
科

相
が
再
調
査
を
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
私
の
知
人
が
、

こ
の
問
題
に
い
つ
ま
で
も
時
間
を
か
け

る
な
ん
て
税
金
の
無
駄
使
い
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。
与
党
は
、
自
ら
の
責
任
で

事
の
真
偽
を
早
急
に
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
衆
院
予

算
委
員
会
の
集
中
審
議
の
開
催
や
、
証

人
喚
問
を
頑
な
に
拒
否
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
当
に
歪
め

ら
れ
、
国
の
人
的
・
物
的
資
源
が
首

相
の
個
人
的
な
繋
が
り
の
た
め
に

不
公
正
に
利
用
さ
れ
た
疑
惑
で
す
。

一
人
の
政
治
家
が
国
政
を
私
物
化

す
る
よ
う
な
事
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
事
で
、
国
会
が
果
た
す
べ
き
真

相
究
明
の
責
任
は
重
大
で
す
。 

 

加
計
問
題
、
共
謀
罪
な
ど
終
盤
国

会
は
波
乱
含
み
で
す
。
そ
の
直
後
は

国
の
未
来
に
と
っ
て
も
意
義
を
も

つ
東
京
都
議
選
で
す
。
４
年
前
私
は

応
援
で
葛
飾
区
に
入
り
８
年
ぶ
り

の
党
議
席
獲
得
を
体
験
し
ま
し
た
。

東
京
に
お
知
り
合
い
の
あ
る
方
ぜ

ひ
ご
支
持
を
広
げ
て
下
さ
い
。
選
挙

区
と
候
補
者
名
は
私
も
し
く
は
党

北
部
地
区
（
４
３
２
―
６
２
２
２
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。 

共産党が入手した文科省内部資料の一

部（右）と会見する小池晃書記局長 

 

加
計
学
園
問
題
は
「
総
理
の
ご
意
向
」
な
ど
と
伝
え
ら
れ

る
内
部
文
書
の
存
否
に
つ
い
て
文
科
省
大
臣
が
９
日
の
記

者
会
見
で
一
転
し
て
再
調
査
す
る
と
発
表
。
「
追
加
調
査
の

必
要
性
が
あ
る
と
の
国
民
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

で
も
国
会
は
最
終
盤
で
再
調
査
へ
の
進
展
は
微
妙
で
す
。

ウ
ダ
ウ
ダ
言
っ
て
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
ご
ま
か
す
の
か
？
ア

ベ
政
権
の
本
気
度
が
問
わ
れ
ま
す
。
次
々
と
暴
露
さ
れ
た
内

部
文
書
や
、
命
を
張
っ
て
告
発
し
た
前
川
喜
平
文
科
省
前
事

務
次
官
の
勇
気
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
は
、
現
職
の
職
員
が
ク

ビ
覚
悟
で
前
川
さ
ん
を
応
援
し
た
い
と
い
う
人
が
何
人
も

い
る
模
様
だ
と
放
送
。 

 

１
３
日
付
「
毎
日
」
は
１
面
ト
ッ
プ
で
「
内
閣
府
が
昨
年

２
月
時
点
で
『
学
生
が
集
ま
る
の
か
』
と
懸
念
を
示
し
て
い

た
」
の
に
一
転
し
て
開
学
に
至
っ
た
謎
を
報
道
し
ま
し
た
。 

 

雑
誌
「
６
・
１
３
週
刊
ス
パ
」
で
「
人
口
１
６
万
の
都
市

今
治
市
は
獣
医
学
部
建
設
に
あ
た
り
、
最
大
で
建
設
費
の
半

額
に
あ
た
る
９
６
億
円
を
負
担
」
と
。
だ
が
建
設
業
者
元
請

け
２
社
は
岡
山
県
の
業
者
、
設
計
は
加
計
企
業
グ
ル
ー
プ
、

今
治
の
業
者
は
１
工
務
店
だ
け
。
９
６
億
円
の
税
金
払
い
地

元
に
は
お
こ
ぼ
れ
だ
け
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
「
１
０
０

億
円
も
の
負
担
を
な
ぜ
今
治
が
す
る
の
か
！
」
と
怒
り
が
い

っ
ぱ
い
の
模
様
。
こ
れ
が
ア
ベ
流
「
戦
略
特
区
」
の
真
相
で

し
ょ
う
。
週
刊
誌
の
記
事
の
見
出
し
は
「
安
倍
政
権
に
９
６

億
円
カ
ツ
ア
ゲ
さ
れ
た
今
治
市
」
で
し
た
。（
編
集
室
） 

 

 

 

１
３
日
か
ら
６
月
定
例
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
日
は
２
２

日
（
木
）
３
番
目
、
午
後
１
時
か
ら

で
す
。
質
問
予
定
項
目
は
１
つ
目
は

共
謀
罪
に
つ
い
て
知
事
の
見
解
を

問
い
ま
す
。
一
般
市
民
を
対
象
に
内

心
ま
で
処
罰
す
る
と
い
う
悪
法
で

す
。
監
視
社
会
を
子
ど
も
た
ち
に
残

せ
ま
せ
ん
。
２
つ
目
は
一
人
親
方
の

問
題
で
す
。
突
然
会
社
か
ら
「
雇
用

保
険
に
入
ら
な
い
と
出
入
り
さ
せ

な
い
」
と
い
わ
れ
た
相
談
が
民
主
商

工
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
商
売
が
で
き
る
よ
う
県
の
役
割

を
求
め
ま
す
。
３
つ
目
は
産
廃
や
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
の
た
め
の
林
地
開

発
に
つ
い
て
許
可
し
な
い
よ
う
に
求

め
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
、
傍
聴
に
お
越
し

下
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
常
任
委
員
会
は
福
祉
環
境

委
員
会
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
医
療

費
削
減
の
た
め
に
入
院
ベ
ッ
ド
を
大

幅
に
減
ら
す
医
療
構
想
が
県
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域

の
実
情
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
地

域
に
見
合
っ
た
医
療
提
供
体
制
を
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
求
め
て
行
き
ま

す
。 福

祉
環
境
委
員
会
は
２
７
日
（
火
）

１
０
時
か
ら
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お

越
し
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

 

◆カジノ問題第１人者の清水忠史

衆院議員が語ります 

◆とき ６月１８日（日） 

     午後１時３０分開会 

◆ところ 勤労者総合センター 

     6階文化ホール 

     （市役所西側） 

 

https://t.co/X1uzItflAY

